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出雲地方の弥生および古墳時代の

遺跡から出土した碧玉について

一特にその原産地をめぐって一

三浦　清＊亀渡邊貞幸＊㌦平野芳英＊＊＊

K1yosh1MIURA，Sadayuk1WATANABE　and　Yosh1h1de　HIRAN0
Jaspers　from　Yay01and　Kofm　H1stor1c　S1tes，Izumo　D1str1ct

　　－W1th　Spec1a1Reference　to　Or1g1n　of　Jasper　on　the

　　　　　　Bur1a1Matera1s　from　H1stor1c　S1tes一

Abs在醐ct　Jasper1s　a1mpure　natura1quartz　rock，dark　green　to11ght　pa1e　green1n　co1or，

natura11y▽itreOus　in　aPPea「ance．

　Jasper　as　art1c1e　and　fragment　occurs　from　the　H1stor1c　S1tes　of　Yay01and　Kofun　ages

1n　Izumo　d1str1ct

　The　obv1ous　quest1ons　are　how　and　from　what1s　the　Jasper　der1▽ed

　It1s　a　mportant　task　to　c1ar1fy　the　or1gm　of　Jasper　for　stud1es　of　econom1ca11nter－

change　and，cu1tura1aspect　at　that　t1me

　In　order　to　so1ve　the　quest1on，deta11ed　stud1es　were　carr1ed　out　on　these　samp1es　by

means　of　chem1ca1ana1ys1s　by　EPMlA　and　X・ray　powder　d1ffract1on　method

　The　resu1ts1eads　to　the　fo11owmg　conc1us1on　that　Jaspers　from　many　H1stor1c　S1tes　of

Yayo1andKofmagesmIzumod1str1ctarethebur1a1mater1a1sor1g1natedfromHokur1ku
regiOn．

1．はじめに

　三浦・渡辺（1988）は弥生遺跡としての出雲市西谷3

号墓出土の碧玉製管玉の非破壊分析結果を検討し，この

地方で産出する玉湯町花仙山産の碧玉との違いを指摘

し，むしろ，加賀二子塚出土の碧玉に極めて類似したも

のであることを明らかにした。その後，さらに，三浦ら

（1989）は弥生遺跡としての松江市西川津遺跡から出土

　＊島根大学教育学部地学研究室
＊＊島根大学法文学部考古学研究室

＊＊＊島根県立風土記の丘資料館

した多くの碧玉についても研究し，ここでも花仙山産の

ものは全く含まれていないことを指摘した。西谷遺跡の

碧玉が加賀二子塚出土のそれと類似し，かつ，この西川

津遺跡出土の碧玉の多くが，また，これと類似すること

から，この時点ですでに筆者は，出雲地方と北陸地方の

この時代における密接な関係を立証する素材として碧玉

の重要性を認識するに至っていた。

　このような認識のもとに，出雲地方の弥生および古墳

時代の遺跡から出土した碧玉について研究を進める二

方，加賀方面の碧玉の原産地にっいての野外的調査とそ

の採集を行って同様な研究を行い，これら両面から研究

を進めて来た。
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図一1
石川県小松市滝ケ原産碧玉原石およひ加賀市二子塚遺跡出土の

碧玉片のX線回折図（A：氷長石。Q：石英）

1　二子塚出土碧玉片，2　滝ケ原町牧上流河原礫（B型），

3　滝ケ原町ニツ屋上流河原礫（A型）



三浦　清・渡邊貞幸・平野芳英 169

穗⑩

　　⑭

WWo

　　A1203A、　＼ム

q
竜
K
．
0
　
㌔
　
　
㌔
　
　
b

藪
　
　
耽
脅
　
　
Φ
⑭
　
　
躍
　
　
　
瑠

FeO
⑱80“⑱L

’
M
g
o
『
　
　
N
a
2
0
炉
△
　
T
1
0
。
翻
・
”
姻

鯛　　酬　　艘
　　　　S竈02　V）tΨo

　　鰯

Wto比

鯛

,,4 ~~" ' ~ 

c~c:bl~A~'~cpaF'IEPA~ 

'~ AI203 

~ 

~f ' 

~Q ch ,Pd' ~ ~ .Q b~ epa"pc ~ ~op - - ~~ 

~0 K2 o 

M
g
O
 
N
a
2
0
 
T
i
0
2
 

馴　　鑓 鑓　　醐
S丘02　VVtolo

図一2
石川県小松市滝ケ原町

三ツ屋上流産（河原の転石）

碧玉の化学組成（A一型）

図一3
石川県小松市滝ケ原町

牧上流産（河原の転石）碧玉

の化学組成（B一型）
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加賀二子塚および西谷3号墓
出土の碧玉の化学組成
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出土の碧玉の化
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図一7
石川県松任遺跡の碧玉の化学組成
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　研究法は管玉などの製品については優れた研磨面を探

すことにより非破壊分析をEPMA法で行い，また，破片

などのあるものでは樹脂で封入してよく固化した後，出

来るだけ平滑に研磨して仕上げ，EPMA法によって分析

する一方，粉沫はX線回折法によっても検討した。結果

を検討してみると，非破壊分析結果も一応のところ十分

に信頼出来る値を与えていることがわかった。

　これらの研究成果は，出雲地方の弥生から古墳時代に

かけて，碧玉を中心とする流通とそれを通しての地域間

の交流問題を考察するのに貴重な資料を提供するものと

みられよう。

　北陸方面の調査に際しては，福井県埋蔵文化センター

の青木豊昭氏および梶幸夫氏から多大の便宜と御教示を

受けた。ここに厚く御礼を申し上げたい。

2。北陸産碧玉の性格

　出雲地方の弥生，古墳時代の遺跡から出土する碧玉を

研究するに際し，前述のような意味から，北陸地方の原

産地における試料について，その性質を明確にしておく

必要がある。

　石川県小松市滝ケ原週辺に露出する新第三系の溶結凝

灰岩の中には，レンズ状に綴密な碧玉化した部分が含ま

れ，河原のいわゆる河床礫の中に付近の玉造遺跡から出

土するような均一で綴密な緑色を示す角礫が多く発見さ

れる。恐らく。このようなものを利用したものと思われ

る。露頭の緑色綴密なレンズ部分は，溶結凝灰岩が形成

される過程の黒曜石様ガラスレンズが変質したもので，

図一1に示すように，X線回折図で検討すると正長石の

一種である氷長石を伴う石英からなることがわかる。こ

れは，もとの溶結凝灰岩が強い氷長石化作用を受けて生

成された特殊な熱水変質岩である。

　前述のように良質のものが滝ケ原町牧の上流や三ツ屋

の上流の小河谷の河床礫の中に多数含まれ，また，付近

の加賀二子塚付近の玉造遺跡の中にも同種のものが破片

として多数散乱しているのが見られる。

　このように，黒曜石様ガラスレンズが，特殊な熱水変

質の過程で強い氷長石化作用を受けて生成されたものが

この地方原産の碧玉であり，その化学的性質は，図一2，

3に示すようなものである。SiO。含量がほぼ80％から85

％前後を示し，これに対してK．Oが7～8％の高含量を

示すもの（A型）から，低い6％前後のもの（B型）ま

である。しかし，両者は連続するもので，別種のもので

はない。このように，非常にK．Oの高い含有量を示す一

方で，A1，O、に関してもこれと調ネロして高い含有量を示

すのも特徴の一つである、これは前述のように，正長石

．の一種である氷長石が含まれる結果である。

　筆者ら（前出）が，さきに示した加賀二子塚および西

谷3号墓出土の碧玉も図一4のようにこれと同じ性格を

もっており，北陸地方の遺跡で，この二子塚をはじめ，

図一5に示す金津遺跡，図一6に示す高畦遺跡からそれ

ぞれ出土する碧玉もこれと同じ性格を示すものである。

中には，図一7に示す松任市竹松遺跡の碧玉のように，

やや高いSiO。含量を示すものもあるが，化学的な性格と

しては連続する一連のもので，石英分と氷長石分の割合

だけによるものと見られよう。

　これらの性格は，三浦ら（1988）による八束郡玉湯町

花仙山産の碧玉と大きな違いがある。花仙山のものでは

氷長石は全く含まず，カリウム鉱物としては僅かにイラ

イト様鉱物とした白雲母（2M型）が含まれ，また，微

量の緑泥石様鉱物を含んでいる。X線回折図で前に示し

たように，一部はクリストバライトを含むもの（横尾堀）

もあるが，石英を主成分とし，図一8に示すように，一

般にSiO。含量が高く，K．O，A1．O。共に，その含有量に関

して北陸のものよりも著しく低い値を示し，逆に，FeO，

MgO含量はやや高いと云う性質をもっている。

　このような性質の違いは，前述の北陸産のものが溶結

凝灰岩の中の黒曜石様ガラスレンズが氷長石化作用を受

けて生成されたものに対し，花仙山産のものでは，安山

岩マグマ活動の最終残液が安山岩溶岩を脈状に貫らぬい

て生成されたものである。このような生成過程の違いが

その性質の違いに反映している。同時に，両者の区別は

X線回折実験や化学分析によって比較的容易に出来る

と云えるであろう。

3．出雲地方の弥生，古墳時代の遺跡から

　　出土した碧玉について

　さきに，三浦ら（前出）によって詳細に検討された西

川津遺跡の弥生層準から出土した碧玉は，数点の原石の

X線回折実験から，明らかに正長石の一種である氷長石

の存在が確認されており，前述の北陸産のものと鉱物学

的には同一のものとみられる。化学的性格も今回明らか

にした小松市滝ケ原産原石と同じようなものであること

は明瞭であって，西川津遺跡出土のNα123をのぞくすべて

についてそのような事が云える。No123の試料については

別に述べる。

　北陸産のさきに述べた碧玉と同じ性格を示すものとし

ては西谷3号墓のほか，図一9a，bに示す弥生遺跡とし

ての古浦遺跡出土の碧玉，図一10に示す同じく弥生遺跡

層準の矢野遺跡からの碧玉，図一11に示す仲仙寺9号遺
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図一8
島根県玉湯町花仙山産碧玉の化学組成

（N記号は西谷遺跡出土の碧玉）

図一9a
古浦遺跡試料一1の碧玉の化学組成
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仲仙寺9号遺跡試料一2の
化学組成
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仲仙寺10号遺跡試料一3の

化学組成
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友田遺跡6号墓から出土した試料一1の
碧玉の化学組成
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山地遺跡試料一7の碧玉の
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山地遺跡試料一4の碧玉の

化学組成（管玉）
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出雲市田畑遺跡から出土した碧玉片の

化学組成
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西川津遣跡出土碧玉原石試料一123

の化学組成
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松本1号墳から出土した
碧玉製管玉の化学組成
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松江市金崎古墳から出土した

碧玉製管玉の化学組成

浦三

沌
＼

、

　
　
、

　
　
も

　
　
、

　
　
竜曳

、

、
、

ム
．
．
－
－
ε
・
；
ム

6~1::; . ~eO __ ,
 ,
 

__ ~ ...... .i~:. 
..., ~Ceo 

'.*Y) 

Mlgo 
clL-- _ 

--- HS l
 

D 

4
 Na20_ ,

 t
 ... .1A A---- -- --... . 

l T i 02 

w~-- - ~ -.. . 

86 87 
Si02 Wto/o 

4　
　
o

　
㎝

　
W

3
一
　
　
　
　
　
盆

一22

江市金崎古墳から出土した

玉製勾玉の化学組成

5
　
　
図
松
碧

⑬



出雲地方の弥生および古墳時代の遺跡から出土した碧玉にっいて681

~
 
.
,
 
1
"
'
 
/
 

d
'
 l

 /
 J

'
 
l
 

"Ib.. ~""'b 

A-a( 
",1･..,..,....It,..... """"'1･.. 

"'1 Ill30a "'1'1"'1"' ,,,,,,,,,,,,,,,,, 

1,.,.,,,.1.,t,,.,.,1,.,.,,.,,, .,...11'1p ,,,,,,,, ..,.., l(' "P *,p .t 

.
'
_
A
,
,
1
R
'
 
,
,
.
 

o
-
c
L
s
~
¥
o
 
_
_
 
K
2
0
 
l
~
 
-
-
-
-
-
-
-
-
.
.
'
o
-
-
-
-
-
 
'
~
-
-
,
 
'
o
r
 
o
 
e
;
o
 
~
 

¥ 1¥ 
'b 

,, ,
,
 

¥ ¥ ¥ ,, 

Mgo 

 
-
c
h
-
-
-
-
-
-
-
-
 
-
-
-
-
-
!
D
_
_
_
_
_
_
 
-
-
-
-
-
{
1
-
-
-
-
-
D
 
J
~
A
 
-
-
~
 
I
 
I
 
-
-
-
-
-
{
]
 
N
a
2
0
 
l
 
I
 
I
 
_
_
_
_
_
 
I
 
I
 
_
_
 
_
 
l
 
.
-
A
-
.
-
.
-
-
 
.
 
I
~
'
 
~
~
~
~
~
A
~
~
-
-
~
 
I
 
T
i
 
~
~
~
~
~
1
~
~
~
~
~
~
 
I
 
-
1
~
 
0
2
 
I
 
)
 
l
 
l
 
l
 
g
.
~
h
-
 
-
.
 
-
 
E
~
 
-
-
-
-
-
a
 
~
 

5
比
　
　
4
　
　
　
　
3

　
“
，

　
W

988878685848

　
　
3

ル
4
虫
8

　
　
　
　
　
　
2

2
　
　
　
コ
　
　
　
　
8 90　　　91

　　S10～
　　　　Wt％

図一24

福井県松岡町

泰遠寺古墳出土の

碧玉製勾玉の化学組成
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福井市松岡町泰遠寺山古墳から

出土した碧玉製管玉
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跡出土の詳料一2の碧玉，図一12に示す仲仙寺10号遺跡

出土の試料一3の碧玉，図一13に示す友田遺跡出土の碧

玉が，いずれも同じように北陸原産の碧玉の性格を示し

ている。以上がいずれも弥生遺跡に関するものであるが，

古墳時代に入って四世紀代の遺跡としての造山3号墳か

ら出土した碧王が図一14に示す如く，やはり北陸原産の

ものとみられる。これとほぼ同時代の山地遺跡出土の碧

玉についても，図一15，a，b，c，dの管玉製品はいずれ

も同じような性格を示す。ただ，図一15dの管玉について

は特にSiO。含量が高く，結果としては石英に特に富んで

いて，カリ長石が少いと云うことであるが，そのような

事を反映してK．0，A1．O。の値が低くなっている。これよ

りも，ややSiO。に富芦ものが図一15eに示す筒形銅器に

入っていた碧玉小塊で，図一15dに極めて似ていて連続

的性格をもつことがわかるが，ややA1．O。が少い傾向を

もつと云えるだろう。山地遺跡では試料一7，4が同一

的に連続するもので，これに対してややカリ長石の少な

く，石英に富んでいる傾向を示すものとして試料一11，

6，18が連続する。この二つの系統は別に基本的差を示

すものではなく，変質を受ける前の原岩の化学成分の少

しの違いとか，変質作用の過程における若干のイオンの

動きの違いによって生ずる程度の差とみてよいであろ

う。

　以上のように見て来ると出雲地方の弥生時代から古墳

時代の四世紀代のところまでに出土した碧玉は大部分が

北陸地方原産と見られる碧玉であることがわかる。ただ，

弥生中期の遺跡とみられている出雲市の田畑遺跡から出

土する碧玉，西川津遺跡から出土する原石No123，弥生後

期の遺跡とみられる平所遺跡から出土する碧玉が少し性

格を異にするものである。

　田畑遺跡から出土する碧玉は，図一16のX線回折図に

示すように，石英とクリストバライト（低，高温）から

なり，その化学的性格も図一17に示すように，これまで

のどの産地のものとも異っている。つまり，北陸産のも

のでも，花仙山のものでもない。

　さらに，弥生後期の平所から出土する碧玉は図一18の

X線回折図で示すように石英を主成分に，カリ長石とし

て白雲母を少量含んでいる。この限りでは花仙山産のも

のに似るが，図一19に示すように，K．OとFeOの相互関

係，FeO含量やMgO含量など，化学的性格を異にして

いる。恐らくは，花仙山的なマグマ活動と関係をもっよ

うな型の碧玉と思われる。これと関係して注目されるの

が西川津遺跡の原石，誠料一123である。その化学的性格

は図一20に示す如く，平所遺跡出土の碧玉と同じような

ものである。西川津遺跡では，多くの北陸原産のものと

みられる碧玉に混って，これが発見されたが，同じもの

が平所遺跡でかなり発見されたと云うことである。少な

くとも，これら平所遺跡出土の碧玉やこれと同種の西川

津遺跡出土の試料一123の原産地は今日まで不明ではあ

るが，西川津では北陸原産のものに混っていることから

すると，やはり北陸地方あたりに，このようなものがあ

るのではないかと考えられるので新しい課題としたい。

　また，田畑遺跡のものは全く異質のもので，その原産

地を推定する手掛りは今のところないが，今後の研究課

題として，この周辺の遺跡に同種のものがないか，ある

いはさらに広い範囲で出土品を研究してみる必要があろ

う。

4。花仙山産碧玉の出土例

　これまでに述べた出雲地方の弥生遺跡からは1点も花

仙山産の碧玉は発見されていないが，4世紀後半の遺跡

として松本1号墳から碧玉製管玉が出土し，図一21のよ

うに非破壊分析値は明らかに花仙山産のものであること

を示す。これが少なくとも花仙山産のものとして確認さ

れたものとして最も古いものである。

　5世紀後半の金崎古墳からは，勾玉，管玉として図一

22，23に示すように，花仙山産の原石から製作されたも

のが発見されている。

　県内のもので少なくとも確認されたものは以上の二遺

跡である。

　4世紀後半頃と考えられている斐伊中山古墳では勾玉

臼玉，管玉はすべて緑泥石片岩の軟かいものが使われて

いる。花仙山の地元の遺跡からは前二者以外の遺跡から

花仙山産の碧玉が発見されないと云うのも不思議であ

る。これを説明するものとして，福井県の古墳時代中期

の遺跡として知られる泰音寺古墳出土の碧玉が興味を呼

ぷ。一っは勾玉で，それは図一24に示すように，非破壊

分析ながら碓かに花仙山産の碧玉を使っている◎他は管

玉でこれは図一15の如く，北陸原産の碧玉である。これ

が同時に出土している点は注目すべきで，勾玉に関して

は花仙山産碧玉が少なくともこの地に及んでいることを

示す好例であろう。今後さらに，広範囲に研究を進める

ことにより，花仙山産の碧玉の流通範囲を究明すること

が出来るかもしれないし，あるいはこれが地元における

出土例が少ないことへの説明になるかもしれない。

5。あとがき

　出雲地方を中心とする弥生遺跡や古墳時代の遺跡から

出土した碧玉製管玉，勾玉や未製品，原石片などについ

て岩石，鉱物学的方法で検討した。その結果，多くが北
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陸地方の新第三系の溶結凝灰岩の黒曜石様ガラスレンズ

が氷長石化作用のもとに碧玉化したものを原石として使

用したものであることを解明した。

　このような碧玉とは性格を異にする弥生遺跡からの出

土品としての碧玉は田畑遺跡のものや平所遺跡のものが

あげられる。この両者はそれぞれ別種の起源をもつもの

で，今後さらにこれを解明する必要がある。

　玉湯町花仙山産の碧玉は，その性質上極めて良質の碧

玉である。しかし，古墳時代の遺跡としての松本1号墳

をもって最古の出土品とする。このほか，金崎古墳で発

見された。前者は管玉，後者は勾玉と管玉である。なお、

福井県の泰遠寺山古墳からの勾玉が花仙山を原石とする

ものであることは注目してよい。
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